
木材処理プラントの隣の貯蔵庫
一番奥に木材チップが堆積されています。

木材チップの貯蔵庫
取材時点で、約７５㎥、約６～８ｔの貯蔵量との事。



木材処理プラントのから投入される木材チップ
紙類やプラスチック製の荷バントなどは手作業で取り除きます。

とても丁寧なお仕事ぶりです！

細かな配慮で完成した木材チップはバイオマス発電の燃料となります。
きちんとした処理された良質なチップは、最終的に人々の役に立っていますね！



貯蔵庫内

石膏ボード堆積葉
木材や壁クロス等を最初に手作業で除去。

ミンチ状（多量に水分を含み著しく型崩れ）の物

以外は処理可能との事。

生木（山から伐採した木）の木材チップ
建材などと分けて貯蔵しています。

樹木などの伐採した生木置き場
中には、樹木の根っこが巨大な石を抱き込んでいることもあるそうです。

男性が二人がかりでも動かせない程のものも。除去が大変だそうです！

雑草ごみの置き場

石膏ボードは、破砕されたのち

アルカリ性の土壌改良剤（肥料）

として生まれ変わり、

私たちの生活に還元されています。


